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景
気
回
復
と
と
も
に
最
近
ま
で
「
氷
河
期
」
と
い
わ
れ

た
大
学
生
の
就
職
戦
線
に
、雪
解
け
の
気
配
が
広
が
っ

て
い
る
。し
か
し
、卒
業
後
に
フ
リ
ー
タ
ー
化
・
無
業
化

（
ニ
ー
ト
）す
る
割
合
が
、劇
的
に
改
善
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
加
え
て
、正
社
員
就
職
後
の
早
期
離
職
も
減
ら

ず
、企
業
側
の
厳
選
採
用
の
強
ま
り
と
あ
い
ま
っ
て
、

大
学
生
の
進
路
に
関
す
る
課
題
は
、複
雑
さ
を
増
し
て

い
る
。
企
業
と
大
学
生
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
ぐ
た

め
に
、双
方
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
調
査
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
じ
て
考
え
る
。 
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大
学
生
の
就
職
活
動
と
キ
ャ
リ
ア
展
望
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
大
学
調
査
・
学
生
調
査
よ
り
 

 

　
１
．は
じ
め
に 

　
こ
の
一
、
二
年
、
大
学
生
の
就
職
は
バ
ブ

ル
期
以
来
の
活
況
を
見
せ
て
い
る
。
景
気
の

回
復
や
、
団
塊
世
代
の
退
職
を
控
え
た
企
業

が
積
極
的
な
採
用
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
り
、
現
在
の
大
学
生
の
就
職
に
つ

い
て
は
、
大
学
生
側
の
「
売
り
手
市
場
」
化
、

複
数
の
内
定
を
獲
得
す
る
「
重
複
内
定
」
な

ど
、
過
熱
す
る
大
卒
労
働
市
場
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。 

　
本
稿
が
論
じ
る
の
は
、
こ
う
し
た
華
や
か

な
現
象
に
隠
れ
て
い
る
、
ご
く
「
普
通
」
の

大
学
生
の
就
職
活
動
の
実
態
と
支
援
の
あ
り

よ
う
で
あ
る
。
学
生
の
就
職
状
況
が
改
善
さ

れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
企
業
に
よ

る
学
生
の
奪
い
合
い
と
い
う
現
象
や
、
五
つ

も
六
つ
も
内
定
を
獲
得
す
る
学
生
は
ご
く
限

ら
れ
た
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
大
学
数

が
七
〇
〇
を
超
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
の
大
卒
就
職
に
関
す
る
知
見
が
、
一

部
の
有
名
大
学
の
学
生
を
対
象
に
し
た
調
査

か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

で
き
る
だ
け
多
様
な
層
の
大
学
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。 

　
本
稿
で
は
、
当
機
構
が
二
〇
〇
五
年
度
に

実
施
し
た
調
査
を
用
い
て
、
大
学
の
就
職
・

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
大
学
生
の
就
職
活
動

の
実
態
に
迫
っ
て
い
く
が
、
本
調
査
は
ま
だ

分
析
が
進
行
中
で
あ
る
。
調
査
対
象
の
抽
出

と
調
査
方
法
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

〈
大
学
就
職
部
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
調
査
〉 

調
査
対
象
…
全
国
の
四
年
制
大
学
（
医
学
・

看
護
学･

宗
教
学
の
単
科
大
学
を
除
く
）
で
、

平
成
一
六
年
度
に
卒
業
生
を
出
し
て
い
る
全

て
の
大
学
（
六
一
七
校
）
の
就
職
部
・
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
。 

調
査
方
法
…
郵
送
調
査 

実
施
時
期
…
二
〇
〇
五
年
七
〜
八
月
、
回
収

票
数
…
五
一
〇
票
（
回
収
率
八
二
・
七
％
） 

 

〈
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
展
望
と
就
職
活
動
に

関
す
る
実
態
調
査
〉 

調
査
対
象
…
全
国
の
四
年
制
大
学
（
医
学
・

看
護
学･

宗
教
学
の
単
科
大
学
を
除
く
）
の

う
ち
、
協
力
を
え
ら
れ
た
二
七
六
校
の
四
年

生
（
医
学
部
、
歯
学
部
、
看
護
学
部
部
の
学

生
を
除
く
）。
調
査
票
配
布
数
は
、
約
四
万

九
〇
〇
〇
票
（w

eb

調
査
分
を
除
く
）。
各

大
学
に
お
け
る
学
生
の
抽
出
は
、
で
き
る
限

り
該
当
大
学
の
学
生
全
体
を
代
表
す
る
構
成

に
な
る
よ
う
に
依
頼
し
た
が
、
学
事
日
程
等

の
都
合
で
、
内
定
者
の
み
に
配
布
し
た
場
合

や
一
部
の
学
部
の
み
に
配
布
し
た
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
配
布
数
も
、
大
学
の
状
況
に
よ

っ
て
異
な
り
一
律
で
は
な
い
。 

調
査
方
法
…
各
大
学
の
就
職
部
・
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
学
生
に
配
布
。
具
体
的

に
は
、
①
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
や
ゼ
ミ
等
の

機
会
に
直
接
配
布
す
る
、
②
大
学
か
ら
学
生

宅
に
郵
送
す
る
、
③
大
学
か
らw

eb

調
査
の

ア
ド
レ
ス
を
配
信
・
掲
示
す
る
―
の
い
ず
れ

か
の
方
法
に
よ
っ
た
。
ま
た
、w

eb

調
査
分

以
外
の
回
収
は
、
回
答
者
が
各
自
封
入
後
、

大
学
で
回
収
し
て
か
ら
の
返
送
と
本
人
か
ら

の
直
接
の
郵
送
の
二
通
り
に
よ
っ
た
。 

実
施
時
期
…
二
〇
〇
五
年
一
〇
〜
一
一
月
、

有
効
回
収
票
数
…
一
万
八
五
〇
九
票 

 

　
２
．大
学
就
職
部
・ 

　
　 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン 

　
　 

タ
ー
の
現
状 

　
　 

―
組
織
と
人
員
・ 

予
算
に
つ
い
て 

　
就
職
指
導
・
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
に
関
わ
る
事
務

組
織
と
予
算
・
人
員
に
つ

い
て
、
設
置
者
・
設
立
年

別
に
図
表
１
に
示
し
た
。

卒
業
者
一
〇
〇
人
あ
た
り

の
担
当
者
の
人
数
を
見
る

と
、
私
立
（
九
〇
年
〜
）

で
専
任
職
員
、
担
当
教
員
、

常
勤
職
員
が
最
も
多
い
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対

し
、
国
立
で
は
専
任
職
員
、

兼
任
職
員
、
常
勤
職
員
が

最
も
少
な
い
。 

　
就
職
指
導
・
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
に
か
か
る
卒
業

生
一
〇
〇
人
あ
た
り
の
年

間
予
算
を
算
出
し
て
み
る

と
、
最
も
多
い
の
が
私
立

（
九
〇
年
〜
）
で
三
六
八
・
八
万
円
、
つ
ぎ

に
私
立
（
五
〇
〜
九
〇
年
）
で
二
五
八
・
七

万
円
、
国
立
は
五
八
・
五
万
円
と
な
っ
て
い

る
。 

　
就
職
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
担
当
職

員
の
キ
ャ
リ
ア
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
異
動
に

つ
い
て
み
る
と
、
国
立
、
公
立
で
は
比
較
的

短
期
で
異
動
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
私
立
、

と
く
に
私
立
（
九
〇
年
〜
）
で
は
、
あ
る
程

度
詳
し
い
職
員
が
長
期
に
わ
た
っ
て
担
当
す

る
こ
と
が
多
い
。 

　
設
立
年
次
の
新
し
い
私
学
ほ
ど
就
職
指
導
・

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
力
を
入
れ
、
行
き
届

い
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。 
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注）母数は文系に回答した大学で、 
　　当該支援を実施している大学。 

注）当該支援を実施している大学における回答の平均値である。 

歴
史
の
浅
い
大
学
で
あ
る
ほ
ど
労
働
市
場
に

お
け
る
認
知
度
が
低
い
た
め
、
そ
れ
を
補
う

努
力
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
し
か
し
、
新
し
い
私
学
ほ
ど
学
生
数
が
少

な
く
、
歴
史
の
あ
る
私
学
ほ
ど
学
生
数
が
多

い
と
い
う
、
大
学
の
規
模
も
同
時
に
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
表
は
省
略
す
る
が
、

大
学
規
模
別
に
組
織
や
経
費
の
実
態
を
み
る

と
、
学
生
数
が
少
な
い
ほ
ど
、
学
生
一
〇
〇

人
あ
た
り
の
職
員
数
や
教
員
数
、
年
間
予
算

額
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
小
規
模
私
学
ほ
ど

行
き
届
い
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
見

方
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
予
算
や
人
員
だ

け
が
支
援
の
質
を
左
右
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
う
し

た
一
定
の
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。 

　
図
表
２
は
、
大
学
設
置
者
別
に
大
学
職
員
、

教
員
、
外
部
講
師
、
そ
の
他
の
い
ず
れ
が
担

当
し
て
い
る
か
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
国
立

で
は
、
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
「
業
界
・

企
業
研
究
会
」
は
外
部
講
師
が
行
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
講
義
」

「
学
内
推
薦
に
よ
る
応
募
」
は
教
員
が
行
っ

て
お
り
、
職
員
は
「
個
別
の
面
接
・
相
談
」

を
比
較
的
多
く
行
っ
て
い
る
。
私
立
で
は
、

「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
「
個
別
の
面
接
・

相
談
」
「
学
内
推
薦
に
よ
る
応
募
」
を
職
員

が
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。 

　
ま
た
、
私
立
（
〜
五
〇
年
）

で
は
全
般
に
教
員
の
関
与
が
少

な
く
、
こ
れ
に
比
べ
て
私
立
（
九

〇
年
〜
）
で
は
、
全
般
に
教
員

の
関
与
す
る
比
率
が
高
い
。
公
立
で
は
、

職
員
は
「
個
別
の
面
接
・
相
談
」
、
外
部

講
師
は
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
「
キ
ャ

リ
ア
支
援
の
講
義
」
を
実
施
し
て
い
る
比

率
が
高
い
。 

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
が
ど
の

程
度
利
用
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
利
用
率

を
示
し
た
の
が
図
表
３
で
あ
る
。
「
学
内

推
薦
に
よ
る
応
募
」
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
企
業
で
の
実
習
」
以
外
は
、
半
数

の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
「
個
別
の
面

接
・
相
談
」
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
た

め
の
講
義
」
の
利
用
率
の
差
が
大
き
い
が
、

私
立
（
九
〇
年
〜
）
で
の
利
用
率
が
高
く
、

国
立
大
学
で
利
用
率
が
低
い
傾
向
が
あ
る
。

歴
史
が
浅
く
、
ま
だ
あ
ま
り
就
職
実
績
の

な
い
大
学
で
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

や
、
小
規
模
大
学
が
多
い
た
め
、
支
援
が

利
用
し
や
す
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。 

　
今
後
、
就
職
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
き
た
い
か
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を
尋
ね
る
と（
図
表
４
）、
最
も
多
く
の
大
学

が
あ
げ
た
の
は
「
教
員
の
積
極
的
な
協
力
を

求
め
た
い
」（
七
六
・
一
％
）
で
あ
り
、
つ
い

で
、
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
の
正
規
の

授
業
科
目
を
設
置
・
拡
大
し
た
い
」（
六
三
・

〇
％
）
「
職
員
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン

ド
を
高
め
た
い
」（
六
二
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。 

　
設
置
者
別
に
見
る
と
、
国
公
私
立
い
ず
れ

も
「
教
員
の
積
極
的
な
協
力
」
を
求
め
る
声

が
強
い
が
、
第
二
位
は
、
国
立
で
は
「
就
職

担
当
職
員
を
増
や
し
た
い
」
、
私
立
で
は
「
職

員
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
を
高
め
た

い
」
と
異
な
っ
て
い
る
。 

　
以
上
か
ら
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
大
学

は
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
か
な
り
力

を
入
れ
、
大
学
職
員
だ
け
で
な
く
、
大
学
の

教
員
も
巻
き
込
ん
で
支
援
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
学

生
が
就
職
に
直
面
す
る
以
前
か
ら
、
大
学
組

織
全
体
と
し
て
、
か
つ
講
義
を
通
じ
た
働
き

か
け
を
通
じ
て
、
学
生
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
を
進
め
て
い
く
と
い
う
方
向
性
で

あ
る
。
こ
の
趨
勢
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
な

学
生
の
実
態
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

　
３
．学
生
の
予
定
す
る
進
路 

　
続
い
て
学
生
調
査
を
用
い
て
、
学
生
の
就

職
活
動
の
実
態
を
検
討
す
る
。 

　
対
象
者
は
卒
業
後
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を

予
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
四
年
生
秋
の

時
点
で
内
定
を
得
て
就
職
活
動
を
終
え
て
い

る
者
が
五
八
・
八
％
、
内
定
は
も
ら
っ
た
が

就
職
活
動
を
継
続
中
の
門
が
四
・
八
％
、
ま

だ
内
定
を
も
ら
っ
て
お
ら
ず
就
職
活
動
を
継

続
中
の
者
が
一
四
・
五
％
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
内
定
企
業
が
な
く
、
か
つ
現
時
点
で

就
職
活
動
を
し
て
い
な
い
と
い
う
者
も
一
九
・

九
％
い
た
。
な
お
『
学
校
基
本
調
査
』
と
比

較
し
て
み
る
と
、
本
調
査
は
や
や
就
職
者
の

割
合
が
高
い
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
内
定
企
業
が
な
く
、
就
職
活
動
を
し
て
い

な
い
学
生
の
約
半
数
が
、
大
学
院
・
編
入
や

留
学
、
専
門
学
校
な
ど
、
卒
業
後
に
何
ら
か

の
就
学
を
目
指
し
て
い
る
。
就
学
を
目
指
す

以
外
の
予
定
進
路
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

卒
業
後
に
つ
い
て
「
未
定
・
迷
っ
て
い
る
」

と
い
う
者
が
一
一
・
七
％
、
就
業
希
望
が
あ

り
な
が
ら
就
職
活
動
を
し
て
い
な
い
者
が
一

三
・
一
％
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
公
務
員
や
教

員
を
希
望
し
て
い
る
者
（
未
内
定
）
が
一
四
・

三
％
い
る
。 

　
新
卒
求
人
へ
の
改
善
が
著
し
い
中
で
も
、

卒
業
し
て
も
進
学
も
就
職
も
し
な
い
学
生
が

生
ま
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
以
下
で
は
、
「
正

社
員
内
定（
内
定
有
・
就
活
終
了
）」、「
内
定

な
し
・
就
職
活
動
中（
未
内
定
・
就
活
中
）」、

「
無
活
動
・
就
職
希
望
」、「
無
活
動
・
未
定
・

迷
っ
て
い
る
」
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就

職
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。 

 

　
４
．内
定
を
獲
得
し
や
す
い 

　
　 

就
職
活
動
様
式 

　
　 

―
情
報
収
集
と
相
談
相
手
に
着
目
し
て 

　
そ
れ
で
は
、
正
社
員
内
定
者
と
、
「
内
定

な
し
・
就
職
活
動
中
」
「
無
活
動
・
就
職
希

望
」
「
無
活
動
・
未
定
・
迷
っ
て
い
る
」
の

者
の
就
職
活
動
に
は
差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

就
職
活
動
に
お
け
る
情
報
収
集
と
相
談
相
手

に
着
目
し
た
。
図
表
５
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
情
報
収
集
を
し
て
い
る
の
か
を
予
定
進
路

別
に
検
討
し
た
。 

　
正
社
員
内
定
者
と
内
定
が
な
い
者
に
お
い

て
差
が
見
ら
れ
る
項
目
は
、
「
会
社
説
明
会

や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
」
で
あ
る
。
情
報
誌
や
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
は
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座

っ
て
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
誰
に
で
も
手
に
入

る
が
、
実
際
に
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
な
け
れ
ば
、
企
業
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
説
明
会
や
セ
ミ
ナ

ー
が
選
考
を
兼
ね
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
も
同
様
で
あ
る
が
、
実
際
に

足
で
稼
ぐ
情
報
収
集
の
努
力
は
重
要
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
大
学
就
職
部
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
の
利
用
に
も
差
が
見
ら
れ
る
。
「
正
社
員

内
定
」
や
、
「
内
定
な
し
・
就
活
中
」
は
、

大
学
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
。
「
内
定
な

し
・
就
活
中
」
が
高
い
の
は
、
大
学
を
活
用

し
た
た
め
に
内
定
を
得
て
い
な
い
の
で
は
な

く
、
内
定
が
得
ら
れ
て
な
く
て
も
就
職
活
動

を
継
続
し
て
い
る
の
は
、
大
学
の
支
援
が
役

立
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
「
無
活
動
・

就
職
希
望
」
「
無
活
動
・
未
定
・
迷
っ
て
い

る
」
で
は
、
内
定
者
や
活
動
継
続
中
の
者
に

比
べ
て
低
く
な
っ
て
お
り
、
大
学
を
十
分
に

利
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

  

次
に
、
就
職
活
動
中
の
相
談
相
手
に
着
目

し
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た（
図
表
６
）。
「
正

社
員
内
定
」
者
に
比
べ
る
と
、
未
定
者
の
相

談
は
不
活
発
で
あ
り
、
特
に
先
輩
や
大
学
の

先
生
・
職
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
す
る

割
合
が
低
い
。
内
定
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、

就
職
活
動
を
続
け
て
い
る
学
生
は
、
大
学
の

先
生
・
職
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
す
る

割
合
は
正
社
員
内
定
者
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
が
、
現
在
就
職
活
動
を
続
け
て
い
な
い

学
生
や
迷
っ
て
い
る
学
生
は
低
く
な
っ
て
い 
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る
。
と
り
わ
け
迷
っ
て
い
る
学
生
に
お
い
て

は
、
誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
割
合
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
迷
っ
て
い
る
学
生
が
孤
立
す

る
状
況
を
う
か
が
わ
せ
る
。 

　
大
学
か
ら
見
れ
ば
、
大
学
を
資
源
と
し
て

活
用
で
き
る
学
生
は
就
職
が
決
ま
り
や
す
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
学
生
を
大
学
に
円
滑

に
定
着
さ
せ
、
活
動
中
の
孤
立
化
を
防
止
す

る
こ
と
が
就
職
支
援
に
お
い
て
課
題
と
な
る
。 

 

　
５
．就
職
活
動
に
お
け
る
地
域
差 

　
予
定
進
路
に
着
目
し
て
就
職
活
動
を
検
討

し
て
き
た
が
、
地
域
に
よ
る
就
職
活
動
の
差

異
も
小
さ
く
な
い
。
図
表
７
は
、
社
会
科
学

系
に
限
っ
て
、
地
域
別
に
就
職
活
動
で
接
触

し
た
企
業
数
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
東

京
を
中
心
と
す
る
南
関
東
と
、
大
阪
を
中
心

と
す
る
近
畿
は
、
説
明
会
参
加
企
業
数
も
面

接
を
受
け
た
企
業
数
も
多
く
、
他
地
域
に
比

べ
る
と
内
定
企
業
数
も
や
や
多
く
な
っ
て
い

る
。 

　
さ
ら
に
、
就
職
の
た
め
の
活
動
を
初
め
て

行
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
南
関
東
と
北
海
道
・

東
北
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

除
く
と
、
南
関
東
は
ど
の
活
動
に
お
い
て
も

立
ち
上
が
り
が
早
い
。
例
え
ば
、
過
半
数
の

者
が
初
め
て
行
な
う
時
期
に
着
目
し
て
み
る

と
、
サ
イ
ト
登
録
者
が
過
半
数
を
超
え
る
の

は
南
関
東
で
は
一
〇
月
だ
が
、
北
海
道
・
東

北
で
は
一
一
月
、
内
定
は
南
関
東
が
六
月
、

東
北
・
北
海
道
が
八
月
と
い
う
よ
う
に
、
南

関
東
が
一
、
二
カ
月
ほ
ど
先
行
す
る
傾
向
に

あ
る
。 

　
こ
れ
ら
は
地
元
企
業
の
採
用
行
動
が
異
な

る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

大
学
生
の
就
職
活
動
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

差
が
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
把
握

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
大
都
市
に
お
い
て
多

く
の
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
早
期
に
内
定

を
得
る
よ
う
な
就
職
活
動
を
す
る
大
学
生
も

存
在
す
る
が
、
卒
業
生
が
五
五
万
人
を
越
え

る
現
在
、
大
学
生
の
就
職
活
動
は
多
様
化
の

傾
向
を
強
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て

き
た
よ
う
な
、
大
企
業
に
お
け
る
大
学
生
の

就
職
活
動
を
、
日
本
全
体
の
大
学
生
の
就
職

活
動
に
一
般
化
し
て
考
え
る
こ
と
は
難
し
く

な
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

　
６
．お
わ
り
に 

　
紙
幅
の
た
め
限
ら
れ
た
分
析
で
は
あ
る
が
、

最
後
に
知
見
を
整
理
す
る
。 

　
大
学
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
は
す

で
に
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
求
人
が

改
善
さ
れ
る
中
で
も
、
就
職
を
希
望
し
な
が

ら
活
動
を
停
止
す
る
学
生
や
、
迷
っ
て
い
る

学
生
は
無
視
で
き
な
い
割
合
で
出
現
し
て
お

り
、
大
学
は
正
規
の
授
業
科
目
を
含
む
大
学

生
活
全
体
を
通
じ
た
早
期
か
ら
の
支
援
に
動

き
つ
つ
あ
る
。
ま
た
学
生
に
と
っ
て
も
大
学

と
い
う
資
源
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
就
職
活

動
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

大
学
の
支
援
と
は
無
関
係
に
就
職
活
動
を
し

て
内
定
を
獲
得
す
る
学
生
は
今
で
も
存
在
す

る
が
、
大
学
生
が
「
生
徒
化
」
し
、
大
学
が

「
学
校
化
」
す
る
（
武
内
二
〇
〇
五
）
流
れ

を
、
就
職
活
動
と
支
援
の
あ
り
よ
う
に
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

　
ま
た
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
中
心
で
あ
っ
た
、

大
都
市
・
有
名
大
学
・
有
名
企
業
中
心
の
大

学
生
の
就
職
活
動
は
、
大
学
生
の
増
加
に
伴

い
多
様
化
し
つ
つ
あ
り
、
一
枚
岩
と
し
て
把

握
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て

本
稿
で
は
地
域
差
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

が
、
い
っ
そ
う
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
。 

　
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
二
〇
〇
七
年

三
月
に
分
析
を
深
化
し
た
報
告
書
を
刊
行
す

る
予
定
で
あ
り
、
在
学
中
に
同
意
を
得
ら
れ

た
対
象
者
に
対
す
る
追
跡
調
査
も
継
続
し
て

い
る
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
照

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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